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Radiator Hose
商品名 強化ラジエータホース　RH-5 品番 0309020

適合車種 型　式 アプライドモデル グレード
レガシィ BM9/BR9 A～E ターボモデル（DIT車不可）

純正品番：アッパー 45161-AJ000,ロワ 45161-AJ110に対応
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• この商品は、ノーマル車両又は、ゼロスポーツ商品を装着した適応車両に対しての専用商品
です。それ以外の車両に装着された場合の機能及び性能、安全性は保証いたしかねます。

• 本商品の取付作業は必ず専門業者又は、認可を受けた整備工場で行い、純正パーツの取付け、
取外しはメーカー発行の整備解説書と本誌を併用して、十分に理解した上、行ってください。

• 本商品を取付けの際は、作業を安全に行う為に、平坦な場所で行って下さい。
• 本商品取付けの前に、取付対象車両に異常がないか十分確認をして下さい。異常がある場合
は、まずその修理を行って下さい。

• 作業を行う際は、エンジンやマフラー等が十分冷えた状態になってから行って下さい。火傷
等の恐れがあります。

• 取付作業は道路や不特定多数の人が出入りする場所では行わないで下さい。
• 作業中に小さなお子様やペットが近づかないように注意して下さい。
• バッテリーの取外作業が伴う場合は必ず、マイナス端子から取外し、端子同士又は、端子と
ボディ等金属部分に触れないようご注意下さい。取付けの際はプラス端子から行って下さい。
ショートを起こすと重大な事故に繋がる場合があります。

• 商品や、取外した部品などで怪我をする恐れがありますので、手袋や保護メガネ等で保護し
て下さい。

• 商品取付後、お車に異常が無い事を十分に確認した上で、走行試験を行って下さい。確認を
怠ると事故の原因となります。

• この商品について、部品・付属品の不足や不具合がある場合は、販売店又は弊社までご連絡
下さい。

• 作業の安全を確保するため、取付作業は必ずエンジンを停止し、サイドブレーキをかけ、エ
ンジンキーを抜いた状態で行って下さい。

• 商品を装着前に落下させたり、無理な力を加えると装着や機能の不良の原因となる場合があ
りますので、ご注意ください。

• 工具は適切なものを使い、取外したボルトやナットは整備解説書もしくは本誌記載のトルク
で締付けを行って下さい。

• 本商品は改良の為、予告なく仕様・付属品等を変更する場合がございます。

警告

注意

 0309020-120315-01
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品名

品番

数量

品名

品番

数量

品名

品番

数量

品名

品番

数量

構成部品 及び 付属品リスト（1）

ホースバンド 50mm

5309022

4

ラジエータホース　ロワ

5309020

1

ラジエータホース　アッパー

5309019

1

取付 及び 取扱い説明書

1
GRCR080908-01

Cool Radiator

クールラジエター

岐
阜
県
各
務
原
市
大
野
町
6-101-1

TEL 058-380-2828•

取
付
及
び
取
扱
い
マ
ニュア

ル

こ
の
度
は
、弊
社
製
品
を
お
買
い
上
げ
頂
き
、誠
に
ありがとうござ

い
ま
す
。

こ
の
取
扱
説
明
書
に
は
、製
品
を
使
用
す
る
場
合
と、自
動
車
に
装
着
す
る
際
の
注
意
事
項
が

詳しく記
載して

ありま
す
。よくお

読
み
に
なり、正しくお

使
い
下
さ
い
。

本
書
は
、い
つ
で
も
読
め
るように

大
切
に
保
管して

お
い
て
下
さ
い
。

こ
の
製
品
は
、ノ
ー
マ
ル
車
両
ま
た
は
ゼ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
製
品
を
装
着した

上
記
適
応
車
両
に
対して

の
専
用
商
品
で
す
。そ
れ
以
外
の
車
両
に
取
付
け
た
場
合
の
機
能・性
能
及
び
安
全
性
は
保
証
い
た

しか
ね
ま
す
。

取り付
け
に
際して

は
、自
動
車
メ
ー
カ
ー
発
行
の
整
備
解
説
書
も
参
考
にして

確
実
に
行ってく

だ
さ
い
。 な
お
、作
業
は
資
格
の
あ
る
専
門
の
サ
ー
ビ
ス
工
場
に
て
行ってくだ

さ
い
。

こ
の
製
品
に
つ
い
て
、部
品・付
属
品
の
不
足
や
不
具
合
が
あ
る
場
合
は
、販
売
店
又
は
弊
社
ま
で
ご

連
絡くだ

さ
い
。

本
製
品
を
装
着
前
に
落
としたり、装

着
時
に
無
理
な
力
を
加
えると

、装
着
不
良・機
能
不
良
等
の

原
因
に
な
る
場
合
が
ありま

す
の
で
注
意してくだ

さ
い
。

作
業
を
行う際

は
、エ
ンジン

や
マ
フ
ラ
ー
等
が
十
分
冷
え
た
状
態
に
なって

から
行って

下
さ
い
。

火
傷
等
の
恐
れ
が
ありま

す
。

製
品
や
、取り外した

部
品
な
ど
で
怪
我
を
す
る
恐
れ
が
ありま

す
の
で
、手
袋
等
をして

、手
な
ど

を
保
護してくだ

さ
い
。

本
製
品
は
改
良
の
た
め
、予
告
なく仕

様・付
属
品
等
を
変
更
す
る
場
合
が
ござ
い
ま
す
。

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

G
H
8　
A
型
　
平
成
19年

G
RB　
A
型
　
平
成
19年

イ
ン
プ
レ
ッ
サ

6月
　
～

10月
　
～

注
意
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同時交換推進品

品名

品番

数量

クール LLCⅡ　4Lボトル

0309015

高性能ロングライフクーラ
ント

クールLLC

2

品名

品番

数量

クールサーモ

0310002

1

品名

品番

数量

CAUTION
熱い時開けるな！

ラジエータキャップ

1.1ｋ設定　0308005
　03080061.3ｋ設定

※画像は1.3k です。 1

参考車両データ

2.0L ターボ 約8.2
2.5L NA 約7.6
2.5L ターボ 約6.9
3.6L NA 約6.6

エンジンクーラント全容量
（リザーブタンクFullレベルまで）

L

CVT

AT
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取付方法（1）

1. 整備解説書を参考に、エンジンクーラントを抜き、

純正ラジエータホースを取り外します。

2. 付属の専用ホースバンドを強化ラジエータホースに

通した状態で、強化ラジエータホースを組み付けま

す。

3. ホースバンドを締め付けます。

4. 新品のエンジンクーラントをラジエータの注入口よ

り、口元まで注入します。

5. エンジンクーラントをリザーバータンクの「FULL」

レベルまで注入して下さい。(図 0309-B03)
6. エンジンクーラント内のエア抜き作業を行って下さ

い。

7. ラジエータリークテスターなどを用いて各部に漏れ

がないか確認して下さい。

エンジン及びラジエータが高温時には、ラジエータに

圧力がかかっています。エンジン及びラジエータが十

分に冷えていることを確認してから、作業を行って下

さい。

ロワホースエンジン側のサーモスタッドハウジング及

びサーモスタッドを取り外すと、全てのクーラントが

抜けやすくなります。

ホースの向きは、上から見た時にロゴが正方向になる

ように組み付けて下さい。（図0309-B01）

エンジンクーラントはアルミシリンダーブロックを持

つスバルエンジン用に開発されたスバル純正「スーパー

クーラント」もしくは ZERO/SPORTS 製「クール

LLCⅡ（品番0309015)」の使用をお勧めします。

エア抜き作業が不十分の場合、ヒーターコア内のエン

ジンクーラント流動音が室内に聞こえたり、最悪オー

バーヒートの原因となる場合がございますので、整備

解説書の手順に従い確実に行って下さい。

157kPa（1.6kg/cm　、23psi）の圧力をかけ、各

部を点検して下さい

注意

ポイント

注意

ポイント

注意

注意

8. ラジエータキャップを取り付けて完成です。

9. 後日、朝一などのエンジンが冷えている状態のリ

ザーバータンクのエンジンクーラントが「FULL」

のところまであるか、確認してください。

多少液面が下がっている場合がありますので、その場

合は「FULL」まで補充を行って、後日もう一度確認し

てください。「LOW」まで下がっている、または、空

になっている場合には、漏れが発生している可能性が

ありますので、交換作業を行った整備工場にて再点検

を受けて下さい。

注意

ラジエータ側
ラジエータ側

エンジン側

アッパーホース

ロワーホース

0309-B01

0309-B03

※画像は一般的なリークテスターです。
0724-G04

0309-B05
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